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5. 土師ダム貯水池（八千代湖） 

5.1 土師ダム貯水池の概要 

土師ダムは江の川の洪水調節、かんがい用水の補給、広島市周辺地域に対する都市用

水の供給並びに発電を目的として昭和 49 年 3 月に完成した多目的ダムである。 

江の川の本格的な河川改修は昭和 20 年 9 月に発生した枕崎台風による被害を契機に、

昭和 25 年から中小河川改修事業として着手された。その後、昭和 28 年からは直轄改修

事業（1 級河川指定は昭和 41 年）として引継がれ、昭和 41 年に策定された「江の川工

事実施基本計画」に基づき、下土師地区から三次市までの江の川、三次市周辺の馬洗川

及び西城川において主として堤防の新設、拡築、河川掘削等を鋭意実施してきたが、昭

和 40 年、昭和 47 年と相次ぐ大規模洪水に見舞われ、沿川各地に大災害をもたらしたた

め、再度計画の見直しが迫られた。 

一方、利水面からは、広島市周辺の経済発展はめざましく、広島市東部及び呉地区に

位置する広大な工業用地における工業用水の需要増大とともに、広島市及びその周辺都

市圏の急激な人口増加に伴い太田川水系だけからの利水能力では限界がみえ、新たな水

源の確保が急務となっていた。また、江の川支川簸川沿川の農地約 280ha（当時）は干

ばつの常襲地帯であり、その水源確保が課題となっていた。 

このような治水・利水両面の要請に応えるため、国土交通省では昭和 48 年に「江の川

工事実施計画」の改定を行い、尾関山基準点における基本高水（10,200m3/s）を、土師

ダムを含む江の川ダム群により 7,600m3/s に調節する計画とする他、土師ダムの建設に

より江の川の洪水調節、農業用水の供給のみならず、水資源の広域かつ多目的な利用を

意図して、太田川に流域変更し、広島周辺地域に対する都市用水を確保し、併せて発電

を実施するものとした。 

土師ダムは建設省直轄事業として、昭和 41 年 4 月より本格的な調査がはじめられ、昭

和 49 年 3 月までに 8 年間の歳月と約 100 億円の巨費を投じて完成した。 

なお、土師ダムの建設により、約 100ha の田畑の水没と、203 戸の家屋移転が余儀な

くされている。 

 

(出典：土師ダム水源地域ビジョン（平成 18 年 2 月 監修 土師ダム水源地ビジョン策定委員会（委員長 中越

信和） 制作・発行 国土交通省中国地方整備局 （事務局）土師ダム管理所）) 

 

土師ダムの概要は表 5.1、諸元は表 5.2、土師ダムの流域概要図は図 5.1に示すとお

りである。 
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表 5.1 土師ダムの概要 

(1)ダム名称 土師ダム 
(2)管理者 中国地方整備局 
(3)ダム所在地 （左岸所在） 広島県安芸高田市八千代町大字勝田 
(4)水系名・河川名 江の川水系江の川 
(5)水域 土師ダム貯水池（八千代湖）（全域） 
(6)集水面積 307.5(km2) 
(7)環境基準類型 湖沼 A 

湖沼Ⅱ（平成 18 年度までの暫定目標：全窒素 0.43mg/L 全リン
0.020mg/L） 

出典：ダム便覧 2006（http://wwwsoc.nii.ac.jp/jdf/Dambinran/binran/TopIndex.html） 

 

表 5.2 土師ダムの諸元 

(1)堰長 300(m) (2)堤高 50(m) (3)総貯水容量 47,300（千 m3）

(4)有効貯水容量 41,100（千 m3） (5)サーチャージ水位  256.40（EL m）

(6)年平均滞留時間※   43（日）   
※年平均滞留時間=有効貯水容量／年平均放流量（それぞれ H5～H17 の滞留時間を求めて平均を算出） 

出典：ダム便覧 2006（http://wwwsoc.nii.ac.jp/jdf/Dambinran/binran/TopIndex.html） 
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注）流域図は、国土数値情報[流域界・非集水域（KS-273）]（国土交通省 国土計画局 総務課 国土情報整備室）

をもとに国土地理院の数値 地図 200000（地図画像）を用いて作成した。 

図 5.1 土師ダム流域概要図 
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5.2 土師ダム流域環境基準の類型指定状況 

土師ダム流域の水域類型指定状況は、表 5.3及び図 5.2に示すとおりである。 

 

表 5.3 土師ダム流域の水域類型指定状況 

水域名称 水 域 該当類型 達成期間 指定年月日  

江の川水系の
江の川 

土師ダム貯水池(土師ダム湖)(全
域) 
 

湖沼 A 
湖沼Ⅱ注 

イ 
二 

平成 13.3.30 
環境省
告示 

江の川水系の
江の川 

江の川（全域で(土師ダム貯水池
(土師ダム湖)（全域）に係る部分
を除く。)を除く） 

河川 A イ 昭和 48.3.31 
環境庁
告示 

注)平成 18 年度までの暫定目標全窒素 0.43mg/L、全燐 0.020mg/L 

 

江の川
志路原川

壬生
冠川

出原川
川井

土師ダム ダムサイト 土師ダム貯水池

土師ダム
簸川

多治比川

本村川

板木川 凡例
江の川 AA類型

A類型
馬洗川 B類型

C類型
西城川 D類型

E類型
類型なし

至島根県 環境基準点
ダム堰堤  

図 5.2 土師ダム流域の水域類型指定状況図 
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5.3 土師ダム貯水池の水質状況 

土師ダムの水質測定地点は、図 5.3に示すとおりである。土師ダムの水質測定地点に

おける水質（pH、DO、SS、大腸菌群数、BOD、COD、T-N、T-P）の推移は、表 5.4及び図 5.4

に示すとおりである。 

 

 
国土地理院 地図閲覧サービスの 2万 5 千分の 1地図を編集 

図 5.3 土師ダムの水質測定地点 
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表 5.4 土師ダムの水質経年変化 

pH DO BOD

最小 　 最大 x/y 最小 　 最大 x/y 平均 最小 　 最大 x/y 平均 75%値

H7 7.1 ～ 10.3 4/12 9.1 ～ 12.0 0/12 10.7 0.6 ～ 1.7 0/12 1.1 1.3

H8 7.3 ～ 9.4 3/12 8.0 ～ 12.0 0/12 10.1 0.5 ～ 1.7 0/12 1.1 1.3

H9 7.1 ～ 9.6 6/12 9.4 ～ 13.0 0/12 11.1 0.5 ～ 2.6 3/12 1.4 2.0

H10 7.1 ～ 9.4 4/12 8.5 ～ 12.0 0/12 10.5 0.5 ～ 2.3 1/12 1.4 1.6

H11 7.2 ～ 9.2 3/12 8.9 ～ 12.0 0/12 10.4 0.5 ～ 3.2 2/12 1.3 1.8

H12 7.1 ～ 10.2 5/12 8.6 ～ 14.0 0/12 10.7 0.5 ～ 5.3 3/12 1.9 1.8

H13 7.2 ～ 8.9 2/12 7.6 ～ 13.0 0/12 10.2 0.6 ～ 1.8 -/12 1.1 －

H14 7.1 ～ 8.9 1/12 7.3 ～ 12.0 2/12 9.8 0.5 ～ 2.2 -/12 1.1 －

H15 7.1 ～ 9.2 2/12 8.7 ～ 12.0 0/12 10.3 0.7 ～ 1.3 -/12 1.1 －

H16 7.2 ～ 9.4 3/12 9.5 ～ 12.0 0/12 10.7 0.5 ～ 3.8 -/12 1.3 －

H17 7.2 ～ 8.5 0/12 8.8 ～ 12.0 0/12 10.1 0.5 ～ 2.0 -/12 1.2 －

H18 7.0 ～ 8.5 0/12 7.9 ～ 12.0 0/12 10.2 0.7 ～ 3.2 -/12 1.3 －

H19 6.8 ～ 8.2 0/12 7.9 ～ 13.0 0/12 10.0 0.5 ～ 1.6 -/12 0.9 －

年度

 

SS 大腸菌群数 COD

最小 　 最大 x/y 平均 最小 　 最大 x/y 算術平均 最小 　 最大 x/y 平均 75%値

H7 2.0 ～ 9.0 0/12 3.5 1.0E+00 ～ 3.3E+03 2/12 5.2E+02 1.6 ～ 4.7 -/12 2.7 3.0

H8 1.0 ～ 4.0 0/12 2.4 1.0E+00 ～ 7.9E+03 1/12 7.6E+02 1.5 ～ 3.7 -/12 2.4 2.5

H9 2.0 ～ 12.0 0/12 4.8 2.0E+00 ～ 7.0E+02 0/12 1.7E+02 1.5 ～ 4.5 -/12 2.4 2.6

H10 2.0 ～ 8.0 0/12 4.3 2.0E+00 ～ 1.4E+03 2/12 3.2E+02 1.6 ～ 6.3 -/12 3.1 3.5

H11 1.0 ～ 6.0 0/12 3.0 2.0E+00 ～ 1.3E+03 1/12 1.7E+02 1.4 ～ 4.0 -/12 2.5 3.1

H12 2.0 ～ 33.0 1/12 7.3 1.7E+01 ～ 3.5E+03 3/12 7.0E+02 1.5 ～ 19.0 -/12 4.6 4.3

H13 1.0 ～ 10.0 2/12 3.3 5.0E+00 ～ 1.3E+04 1/12 1.3E+03 1.3 ～ 3.2 1/12 2.1 2.5

H14 1.0 ～ 6.0 2/12 3.3 3.3E+01 ～ 1.7E+04 2/12 1.8E+03 1.6 ～ 3.6 2/12 2.4 2.7

H15 1.0 ～ 10.0 1/12 3.4 9.0E+00 ～ 3.3E+03 3/12 7.0E+02 1.7 ～ 3.3 1/12 2.3 2.6

H16 1.0 ～ 6.0 1/12 3.3 4.0E+00 ～ 1.7E+03 3/12 5.1E+02 1.2 ～ 4.0 3/12 2.5 2.9

H17 1.0 ～ 4.0 0/12 2.3 1.7E+01 ～ 1.1E+04 4/12 2.3E+03 1.7 ～ 3.5 2/12 2.5 2.9

H18 1.0 ～ 8.0 1/12 3.5 2.3E+01 ～ 9.4E+03 4/12 2.1E+03 2.0 ～ 3.9 3/12 2.6 2.8

H19 2.0 ～ 6.0 1/12 3.3 2.7E+01 ～ 4.9E+03 2/12 7.0E+02 1.9 ～ 3.4 1/12 2.6 2.8

年度

 

T-N T-P

最小 　 最大 x/y 平均 最小 　 最大 x/y 平均

H7 0.22 ～ 0.67 -/12 0.51 0.020 ～ 0.040 -/12 0.023

H8 0.27 ～ 0.68 -/12 0.45 0.010 ～ 0.040 -/12 0.019

H9 0.18 ～ 0.70 -/12 0.48 0.010 ～ 0.050 -/12 0.025

H10 0.22 ～ 0.73 -/12 0.48 0.009 ～ 0.040 -/12 0.019

H11 0.20 ～ 0.80 -/12 0.50 0.008 ～ 0.040 -/12 0.014

H12 0.41 ～ 1.90 -/12 0.74 0.009 ～ 0.110 -/12 0.030

H13 0.40 ～ 0.68 12/12 0.50 0.007 ～ 0.020 5/12 0.014

H14 0.30 ～ 0.78 12/12 0.59 0.007 ～ 0.030 6/12 0.016

H15 0.21 ～ 0.86 12/12 0.53 0.010 ～ 0.050 3/12 0.015

H16 0.53 ～ 0.81 12/12 0.66 0.010 ～ 0.040 6/12 0.017

H17 0.48 ～ 0.76 12/12 0.61 0.010 ～ 0.030 7/12 0.018

H18 0.50 ～ 0.83 12/12 0.64 0.011 ～ 0.051 12/12 0.025

H19 0.54 ～ 0.89 12/12 0.72 0.012 ～ 0.027 12/12 0.018

年度

 
注）x：日間平均値が水質環境基準を満足していない測定日数、y：総測定日数 

出典：広島県公共用水域水質測定結果 
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注１）現在土師ダムは湖沼 AⅡ類型であり、赤字・赤線でこれを示した。 
注２）H12 は春先～夏場にかけてミクロキスティスを主とする藍藻類の異常発生による影響を受けたと考えられる。 

図 5.4 土師ダムにおける水質の推移  
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N/P 比が 20 以下の年度が平成 9 年度（N/P 比=19.2）である。一方、土師ダムの T-P 年平均

濃度が 0.02mg/L 以上の年が平成 7年度、平成 9年度、平成 12 年度、平成 18 年度と 4回ある。 

 

土師ダム　T-N/T-P比
（平成7年度～平成18年度）

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0

T-N年平均値 (mg/l)

T
-
P
年
平

均
値

 
(
m
g
/
L
)

N:P=10:1
N:P=20:1

H9

 

図 5.5 土師ダム N/P 比の状況 

＜参考＞T-N の項目の基準値を適用すべき湖沼の条件 

 

平成 9年度の T-N 及び T-P、SS の経月変化を図 5.6に示す。この中でも、特に濃度が

高かった平成 9年 9 月測定時の気象条件について表 5.5にまとめた。測定日 1日～2日

前に 87mm の先行降雨が観測され、T-P が 0.050mg/L と高濃度を検出したため、降水の水

質に対する影響が考えられる。 

よって、平成 9年 9 月の測定値を先行降雨の影響を受けた値と判断し、将来予測に用

いないこととした。 

 

全窒素が湖沼植物プランクトンの増殖の要因となる湖沼（全窒素／全燐比が 20 

以下であり、かつ全燐濃度が 0.02mg/L 以上である湖沼。）についてのみ適用 

（「水質汚濁に係る環境基準について」（告示・S46.12.28 環告 59）別表２の 1(2)のイの
備考２） 
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図 5.6 平成 9年度の T-N、T-P、SS の経月変化 

表 5.5 平成 9年 9 月の降水量状況 

降水量
測定日 1日前 2日前 3日前 4日前 5日前 6日前 7日前

H9 9/24 0 27 60 1 0 0 0 0

降水量
8日前 9日前 10日前 11日前 12日前 13日前 14日前 15日前

H9 9/24 1 4 1 11 21 0 21 45

降水量

16日前 17日前 18日前 19日前 20日前 21日前 22日前 23日前

H9 9/24 27 0 0 0 0 0 0 6

※降水量はアメダス観測地点「大朝」の値を用いた

年 月日

年 月日

年 月日
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また、平成 12 年度 COD、T-N 及び T-P が高濃度であったため、水質測定時の気象条件

等についてまとめた。 

土師ダムの水質経年変化は、表 5.4に示すとおりであり、平成 12 年度の COD、T-N 及

び T-P 濃度の最大値はそれぞれ 19.0mg/L、1.90mg/L 及び 0.110mg/L（8 月 8 日測定）と

他の年に比較して高い値となっている。 

測定時の降雨条件を確認した結果は、表 5.6に示すとおりである。平成 12 年 8 月 8

日は台風の影響はない。また、測定日以前の大きな降雨は観測されておらず、降水の水

質に対する影響は小さいと考えられる。 

財団法人ダム水源地環境整備センターの研究論文1)によると、平成 12 年には春先から

夏場にかけて、ミクロキスティスを主とする藍藻類が異常発生し、クロロフィルａ濃度

が 100μg/L を越える事態が発生した（図 5.7）。また、平成 12 年 8 月 8日はアオコの発

生が確認されており（土師ダム管理所ヒアリング）、長期間にわたり藍藻類の異常発生の

影響を受けていたと考えられる。 

また、平成 12 年度の T-P 濃度年平均値は、土師ダムの平均水質から求めた±2σの範

囲を超えていることから、平成 12 年 8 月の測定値を異常値と判断し、将来予測に用いな

いこととした。 

 

表 5.6  水質の高濃度値の出現状況と先行降雨及び台風の影響 

降水量
測定日 1日前 2日前 3日前 4日前 5日前 6日前 7日前

H12 8/8 0 1 1 0 0 8 6 6

降水量
8日前 9日前 10日前 11日前 12日前 13日前 14日前 15日前

H12 8/8 23 5 0 0 3 0 0 33

降水量

16日前 17日前 18日前 19日前 20日前 21日前 22日前 23日前

H12 8/8 0 0 0 0 0 0 0 0

※降水量はアメダス観測地点「大朝」の値を用いた

年 月日

年 月日

年 月日

 

                            
1)宮崎貴紅子,梅田 信,富岡誠司：曝気式循環施設により生じる貯水池内流動の現地観測、平成 13 年度ダム水

源地環境技術研究所所報、pp.9-17、2002 
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図 5.7 クロロフィル a の推移 

なお、上記検体値を除外した場合の T-N/T-P 比を図 5.8に示す。この図より、平成 9

年度の N/P 比は 20.0 となることから、T-N は適用範囲内となる。 
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図 5.8 土師ダム N/P 比の状況（H9 先行降雨の影響を受けた値、H12 異常値を除外） 
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5.4 土師ダムの利水状況 

土師ダムの利水状況は表 5.7、表 5.8及び図 5.9に、土師ダム流域に係る漁業権は表 

5.10、図 5.10に示すとおりである。 

土師ダムは農業、水道、工業用水に用いられている。自然公園等の指定は無い。 

また、土師ダムでは水道利用においてアオコの発生によるカビ臭が報告されている。 

内共第 24、25 及び 26 号（第 5 種共同漁業権）に限定した漁獲量等については資料が

ないため、平成 16 年度の広島県における江の川の魚種別漁獲量について整理した結果は

表 5.11に示すとおりである。土師ダムにおける主な生息種はコイ・フナであり、漁業者

による捕獲等の漁業はなされておらず、遊漁料により漁業資源等の管理が行われている。

また平成 15 年からはコイヘルペス病のまん延防止のため，放流自粛措置がとられている

（広島県農林水産局ヒアリング）。毎年、漁業権設定区域でアユ、ヤマメ、ウナギを放流

しており、土師ダムにもアユは生息している（広島県農林水産局、可愛川漁協ヒアリン

グ）。 

なお、土師ダムと水道用水の取水地点の高瀬堰の流域面積比は 4.8 と小さく、湖沼水

による影響は大きいと考えられるため、利水を判断する対象とした。 

 

表 5.7 土師ダムの利用目的 

洪水調節 流水機能
維持 

農業用水 水道用水 工業用水 発電 消流雪用
水 

レクリエ
ーション 

○ ○ ○ ○ ○ ○   
 

表 5.8 土師ダムの利水状況 

水利権 取水場所 浄水場 処理水準 特記事項等 

水道用水 ダム直接取水から太田川に流

域変更し、高瀬堰から取水（広

島市周辺地域や瀬戸内海の島

しょ部の 5市 5町） 

広島市緑井浄水場 水道 2 級(急速ろ

過・塩素処理・マ

ンガン接触ろ過・

その他浄水処理) 

(AⅡ類型相当) 

土師ダムにおいて

アオコによるカビ

臭あり 

広島市高陽浄水場 水道 2 級(急速ろ

過・塩素処理・マ

ンガン接触ろ過・

その他浄水処理) 

(AⅡ類型相当) 

広島県瀬野川浄水場 水道 2 級(消毒の

み) 

(AⅡ類型相当) 

呉市宮原浄水場 水道 2 級(急速ろ

過・塩素処理・ア

ルカリ剤処理) 

(AⅡ類型相当) 

農業用水 ダム下流の江の川沿岸 

支川簸川沿岸 
－ － － 

工業用水 太田川（高瀬堰） － 工業用水 1級 － 

資料：水道データベース(http://www.jwwa.or.jp/mizu/or_up.html) 
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なお、土師ダム関連の浄水場における活性炭の使用状況を表 5.9に整理した。活性炭

の投入については、異臭味や水質事故などの異常時に行っており、各浄水場における基

準（水質試験、官能試験等）により判断している。 

表 5.9 土師ダム活性炭使用状況 

対象水域 管理部署 浄水場名 水源名 処理水準

注入状況
※

概要

広島市水道 緑井浄水場 高瀬堰 水道2級(急速ろ過・塩素処
理・マンガン接触ろ過・その
他浄水処理) (AⅡ類型相
当)

△

・年によって使用する頻度は異なるが、
夏場に使用することが多い。
・最終的には、水質検査を実施して投入
量を決めており、投入した場合には、ろ
過水で再検査を実施している。

高陽浄水場 高瀬堰 水道2級(急速ろ過・塩素処
理・マンガン接触ろ過・その
他浄水処理) (AⅡ類型相
当) △

・夏場から秋にかけて使用する機会が多
く、状況により投入量、投入期間は異な
るが、概ね2～3週間連続的に注入する
ことが多い。
・土師ダムからの放流水質濃度により、
到達水質濃度を予測し、注入量を想定
して注入している。

広島県企業局 瀬野川浄水場 高瀬堰 水道2級(消毒のみ) (AⅡ類
型相当)

△

・活性炭の注入設備を有している。
・年によって使用する頻度は異なるが、
臭気発生時や油の流出事故が発生した
際に使用する。

呉市水道 宮原浄水場 高瀬堰 水道2級(急速ろ過・塩素処
理・アルカリ剤処理) (AⅡ類
型相当) △

・主に瀬野川浄水場の処理水を原水とし
ており、水質事故が発生した際に使用す
る。
・使用実績は、年間数日程度である。

活性炭使用状況

土師ダム

 
※○：常時注入、△：異常時注入、×：注入していない 

 

志路原川
壬生

冠川

出原川
川井

土師ダム ダムサイト

簸川

多治比川

本村川

板木川 凡例
江の川 AA類型

A類型
馬洗川 B類型

C類型
西城川 D類型

E類型
類型なし

至島根県 環境基準点
ダム堰堤

馬場用水等

大畑用水等

郷原第一用水

取水は太田川水系根谷川へ導水
後、下流で利水(広島市・呉市)

 

図 5.9 土師ダム流域の利用状況 

注）水道用水は、土師ダムから太田川へ導水し、

下流において広島市、呉市に供給する。下

流で取水している(高瀬堰と土師ダムの流

域面積比は 4.8)。浄水場では、主に急速ろ

過・塩素処理方式が採用されており、水道

2 級に相当する(AⅡ類型相当)。アオコの発

生によるカビ臭が報告されている。 
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表 5.10 土師ダム流域の漁業権 

免許番号 主要対象魚類 魚場 漁業時期 備考 

内共第 24 号 

（第 5 種共同

漁業権） 

アユ、コイ 江の川，簸ノ川，出原川，冠川，寺原川，

志路原川，多治比川（旧高田郡吉田町，

八千代町，旧山県郡千代田町，豊平町，

大朝町） 

1 月 1日から 

12 月 31 日まで 

アユ漁業は4月

1 日から 11 月

30 日まで 

水産 2級 

(A 類型相当) 

水産 1種 

(Ⅱ類型相当) 

 

 内共第 25 号 

（第 5 種共同

漁業権） 

ウナギ 

マス 

江の川，簸ノ川，出原川，冠川，寺原川，

志路原川，田原川，筏津川，清水が丸川，

小滝川，大谷川，大塚川，岩戸川，琴平

川，大倉川，二重谷川，多治比川（旧高

田郡吉田町，八千代町，旧山県郡千代田

町，豊平町，大朝町，芸北町） 

1 月 1日から 

12 月 31 日まで 

内共第 26 号 

（第 5 種共同

漁業権） 

フナ 

 

江の川（旧高田郡八千代町、旧高田郡

吉田町、旧山県郡千代田町） 

 

1 月 1 日から 

12 月 31 日まで 

資料：広島県資料 

志路原川
壬生

冠川
内水共第24・25号
出原川

川井
土師ダム ダムサイト

内水共第26号

簸川

多治比川

本村川

板木川 凡例
江の川 AA類型

A類型
馬洗川 B類型

C類型
西城川 D類型

E類型
類型なし

至島根県 環境基準点
ダム堰堤

 

図 5.10 土師ダム流域の漁業権の状況図 

 

表 5.11 江の川の魚種別漁獲量（平成 16 年度）：広島県分 

単位：ton 

魚種 魚類計 ヤマメ イワナ アユ コイ フナ ウグイ
オイ 

カワ 
ウナギ 

その他

の魚類

漁獲量 115 2 0 57 15 3 4 13 4 17

資料：「漁業・養殖業生産統計年報」（農林水産省ホームページ） 

注)江の川は 2 県にまたがっているが、その内の広島県を流れる区画での漁獲量である。 
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5.5 土師ダム貯水池に係る水質汚濁負荷量 

5.5.1  土師ダム貯水池の水質汚濁負荷量の算定について 

土師ダム貯水池の水質汚濁負荷量の算定について、対象年度は、現況が平成 17 年度、

将来は平成 25 年度とした。 

土師ダム貯水池に対する水質汚濁負荷量の算定及び将来水質予測手法の概要は、図 

5.11に示すとおりである。 

算定方法は、まず、流域フレーム（現況、将来）を設定したのち、点源については実

測値法、面源については原単位法により水質汚濁負荷量を算定した。 
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現況水質データ 
常時監視結果・ﾀﾞﾑ管
理者等測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１）将来負荷量：将来発生汚濁負荷量から、取水により減じる負荷量を差し引いた値 

注２）平均流入率：平成 7～17 年度の各年の（流入負荷量／発生負荷量）の平均値 

注３）平均水量：平成 7～17 年度の年平均水量の平均値 

 

図 5.11 水質汚濁負荷量の算定及び将来水質予測手法の概要 

 

将来（H25）フレーム等 

上記将来フレームを設定した際に使用

したデータをもとに適宜補足 

将来（H25）発生負荷量 
水域別・市町村別・発生源区分別
COD・T-N・T-P 

現況（H17）発生負荷量 
水域別・市町村別・発生源区分別 
COD・T-N・T-P 

湖 沼 流 域 図 ・ 
市 町 村 境 界 図 

＜現況(H17)及び将来(H25)フレーム

の設定＞ 

生活系：処理形態別人口等 

家畜系・土地系：飼育頭数・面積等 

産業系：大規模事業場排水 

生活系：発生負荷量算定等調査結果、

一般廃棄物処理実態調査結果、 

下水道統計・下水道整備計画 

家畜系：発生負荷量算定等調査 

       各県農林水産統計年報 

土地系：発生負荷量算定等調査 

産業系：水質汚濁排出量総合調査 

発生負荷原単位等 

生活系・家畜系・土地系： 

「流域別下水道整備総合

計画調査」指針と解説 

産業系：水質汚濁排出量総合

調査 

将来負荷量注１×
平均流入率注２／
平均水量注３ 

将来水質 
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5.5.2  土師ダム貯水池の流域フレーム 

土師ダム貯水池に係る現況（平成 17 年度）フレームについては、当該流域が含まれ

る芸北町、大朝町、千代田町、豊平町(現北広島町)及び吉田町、八千代町、美土里町(現

安芸高田市の一部)のフレーム値（生活系、産業系、家畜系、土地系）を収集・整理し、

流域に配分した。 

現況及び将来フレームの設定方法の概要は以下に示すとおりである。また、設定方法

及び用いた資料を表 5.24に整理した。過去に関しても現況と同様の方法で設定した。

平成 7年度から平成 17 年度までの過去フレームの推移を表 5.25に示す。 

また、土師ダム流域貯水池の水質汚濁負荷量に係る現況及び将来フレームは表 5.26

に示すとおりである。 

 

1) 生活系 

ｱ) 現況 

i)総人口 

総人口は平成 17 年度国勢調査 3 次メッシュ別人口の流域人口を用いた(14,583 人)。 

 

ii)し尿処理形態別人口 

し尿処理形態別人口は、環境省廃棄物処理技術情報（環境省）により把握し、流域内

外の人口の配分については、3 次メッシュ別人口の流域内外の人口比により配分した。

農業集落排水処理施設人口は点源データより把握した。なお、合併処理浄化槽人口は環

境省廃棄物処理技術情報（環境省）の値から点源の農業集落排水処理施設人口を差し引

いて求めた。 

また、土師ダム貯水池流域のし尿処理形態別人口の経年変化を図 5.12に示す。 

-

5,000

10,000

15,000

20,000

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17

人口(人)

下水道

農集

合併浄化槽

単独浄化槽

計画収集

自家処理

 
資料：廃棄物処理技術情報（環境省） 

図 5.12 土師ダム貯水池流域のし尿処理形態別人口の経年変化 
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○北広島町 

北広島町は平成 17年 2月に芸北町、大朝町、千代田町及び豊平町が合併して誕生した。 

表 5.12 北広島町し尿処理形態別人口（現況） 

 H17 北広島町人口 

総人口 21,176 

下水道人口 6,485 

コミュニティプラント 0 

農業集落排水処理施設 2,219 

合併処理浄化槽人口 7,104 

単独処理浄化槽人口 1,807 

計画収集人口 2,563 

自家処理人口 998 

資料：廃棄物処理技術情報（環境省） 

×0.6711(土師ダム貯水池の流域の割合、メッシュ統計より) 

 

 H17 北広島町の土師ダム

流域人口 

総人口 14,212 

下水道人口 4,352 

コミュニティプラント 0 

農業集落排水処理施設 1,955 

合併処理浄化槽人口 4,302 

単独処理浄化槽人口 1,213 

計画収集人口 1,720 

自家処理人口 670 

 

○安芸高田市(旧吉田町、旧八千代町、旧美土里町) 

平成 16 年 3 月に旧吉田町、旧八千代町、旧美土里町、旧高宮町、旧甲田町及び旧

向原町の 6町が合併して安芸高田市となった。このうち旧吉田町、旧八千代町及び

旧美土里町が土師ダム貯水池流域に関係している。平成 14 年までが、合併前の統計

が存在し、平成 15 年以降は安芸高田市として統計が出されている。 

そのため平成 17 年の旧吉田町、旧八千代町及び旧美土里町の人口は安芸高田市の

平成 14 年から 17 年の人口の伸び率を用いて算出した。 

表 5.13 安芸高田市し尿処理形態別人口（H14-H17 伸び率の算定） 

 H14(旧 6 町合計) H17(安芸高田市) 伸び率 

総人口 34,740 33,801 0.973  

下水道人口 3,528 5,644 1.600  

コミュニティプラント 0 0 - 

農業集落排水処理施設 3,682 3,774 1.025  

合併処理浄化槽人口 4,514 4,628 1.025  

単独処理浄化槽人口 6,601 2,567 0.389  

計画収集人口 12,357 14,095 1.141  

自家処理人口 4,058 3,093 0.762  

資料：廃棄物処理技術情報（環境省） 



 湖 5-19 

 

表 5.14 旧吉田町、旧八千代町、旧美土里町し尿処理形態別人口（現況） 

 H14 吉田町 H14 八千代町 H14 美土里町 

総人口 11,586 4,222 3,529  

下水道人口 684 0 0  

コミュニティプラント 0 0 0  

農業集落排水処理施設 938 227 426  

合併処理浄化槽人口 1,151 278 522 

単独処理浄化槽人口 3,786 897 360  

計画収集人口 3,654 2,432 1,845  

自家処理人口 1,373 388 376  

資料：廃棄物処理技術情報（環境省）  

×安芸高田市伸び率 

 

 H17 吉田町 H17 八千代町 H17 美土里町 合計 

総人口 11,273 4,108 3,434 18,814 

下水道人口 1,094 0 0 1,094 

コミュニティプラント  0  0 0 0 

農業集落排水処理施設 913 221 414 1,548 

合併処理浄化槽人口 1,229 270 408 2,007 

単独処理浄化槽人口 3,453 873 350 4,676 

計画収集人口 3,332 2,366 1,795 7,494 

自家処理人口 1,252 378 366 1,995 

 

これらの地域から土師ダム貯水池流域内の人口を以下の通り求めた。 

土師ダム流域内の人口＝18,814 人×0.0197(土師ダム貯水池の流域の割合、メッシュ統計

より) 

＝371 人 

 

吉田町、八千代町及び美土里町の土師ダム流域では下水道人口及び農業集落排水処理施設

人口が 0 人であるため、土師ダム流域内の人口を浄化槽・計画収集・自家処理の割合で割り

振った。 

表 5.15 安芸高田市し尿処理形態別人口（現況） 

 H17 安芸高田市の 

土師ダム流域人口 

総人口 371 

下水道人口 0 

コミュニティプラント 0 

農業集落排水処理施設 0 

合併処理浄化槽人口 10 

単独処理浄化槽人口 53 

計画収集人口 242 

自家処理人口 65 
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以上から、土師ダム流域におけるし尿処理形態別人口（現況）は以下のとおりとなる。 

表 5.16 土師ダム流域し尿処理形態別人口（現況） 

 H17 北広島町の 

土師ダム流域人口

H17 安芸高田市の

土師ダム流域人口

H17 土師ダム流域 

人口 

総人口 14,212 371 14,583 

下水道人口 4,352 0 4,352 

コミュニティプラント 0 0  0 

農業集落排水処理施設 1,955 0 1,955 

合併処理浄化槽人口 4,302 10 4,312 

単独処理浄化槽人口 1,213 53 1,266 

計画収集人口 1,720 242 1,963 

自家処理人口 670 65 735 

 

ｲ) 将来 

i)総人口 

将来総人口は「日本の市町村別将来推計人口」を用い、現況の流域人口を将来の人口の

伸び率を乗じて算出した。 

 

ii)し尿処理形態別人口 

○北広島町 

北広島町のし尿処理形態別人口（将来）は以下のとおりである。 

表 5.17 北広島町し尿処理形態別人口（将来） 

 将来北広島町人口 

総人口 19,769 

下水道人口 8,404 

コミュニティプラント 0 

農業集落排水処理施設 3,426 

合併処理浄化槽人口 7,542 

単独処理浄化槽人口 134

計画収集人口 190

自家処理人口 74

×0.6711(土師ダムの流域の割合、メッシュ統計より) 

 

 将来北広島町の 

土師ダム流域人口 

総人口 13,268 

下水道人口 5,640 

コミュニティプラント 0 

農業集落排水処理施設 2,300 

合併処理浄化槽人口 5,062 

単独処理浄化槽人口 90 

計画収集人口 127 

自家処理人口 50 
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○安芸高田市域(吉田町、八千代町、美土里町) 

土師ダム流域内の人口＝17,735 人×0.0197(土師ダムの流域の割合、メッシュ統計より) 

＝350 人 

 

吉田町、八千代町及び美土里町の土師ダム流域では下水道人口及び農業集落排水処理施

設人口が 0人であるため、土師ダム流域内の人口を浄化槽・計画収集・自家処理の割合で

割り振った。 

表 5.18 安芸高田市し尿処理形態別人口（将来） 

 将来安芸高田市の 

土師ダム流域人口 

総人口 350 

下水道人口 0 

コミュニティプラント 0 

農業集落排水処理施設 0 

合併処理浄化槽人口 11 

単独処理浄化槽人口 66 

計画収集人口 215 

自家処理人口 58 

 

○H25 土師ダム流域人口 

以上から、土師ダム流域におけるし尿処理形態別人口（将来）は以下のとおりとなる。 

表 5.19 土師ダム流域し尿処理形態別人口（将来） 

 H25 北広島町の 

土師ダム流域人口

H25 安芸高田市の

土師ダム流域人口

H25 土師ダム 

流域人口 

総人口 13,268 350 13,617 

下水道人口 5,640 0 5,640 

コミュニティプラント 0 0  0 

農業集落排水処理施設 2,300 0 2,300 

合併処理浄化槽人口 5,062 11 5,073 

単独処理浄化槽人口 90 66 155 

計画収集人口 127 215 342 

自家処理人口 50 58 108 

 

2) 家畜系 

ｱ) 現状 

家畜頭数は、農林水産省情報により把握し、3 次メッシュ別土地利用形態別面積の農

地の比率で流域内外に分配した。また、過去の推移を図 5.13に示す。 
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表 5.20 家畜頭数の算出 

 乳用牛 肉用牛 豚 

北広島町 1,420 1,300 4,520 

安芸高田市域 379 416 853 

計 1,799 1,716 5,373 

資料：農林水産関係市町村別データ（農林水産省） 

 

  ×北広島町 0.115、安芸高田市域 0.024(土師ダムの流域の割合、メッシュ統計より) 

 

 乳用牛 肉用牛 豚 

北広島町 164 150 521 

安芸高田市域 4 4 8 

計 167 154 529 
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資料：農林水産関係市町村別データ（農林水産省） 

図 5.13 土師ダム流域の家畜頭数の経年変化 

 

ｲ) 将来 

減少傾向にあるため、現状と同じとした。 

 

3) 土地系 

ｱ) 現状 

流域の土地利用面積は、平成 9年度は 3次メッシュ別土地利用形態別面積の値をもと

に、田、畑及び山林は農林水産省資料により把握した平成 17 年の値の伸び率で乗じて

把握した。人口が減少傾向にあるため、市街地面積は一定とし、総面積からこれらの面

積を引いた値をその他面積とした。なお、土師ダム流域の土地利用形態別面積の推移を

図 5.14に示す。 
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表 5.21 土地利用フレーム（北広島町） 

 H9 北広島町 

(旧 4町合計) 

H17 北広島町 伸び率 

総面積(ha) 64,586 64,586 1.000  

田面積(ha) 3,710 3,460 0.933  

畑面積(ha) 485 394 0.812  

山林面積(ha) 54,500 53,538 0.982  

資料：山林面積/農林業センサス、田畑面積/農林水産関係市町村別データ（農林水産省） 

 

 H9 北広島町の土師ダム流域面積

(3 次メッシュ値) 

総面積(ha) 28,574  

田面積(ha) 3,051  

畑面積(ha) 242  

山林面積(ha) 23,785  

市街地面積(ha) 412  

その他面積(ha) 1,085  

資料：平成 9 年土地利用メッシュ（国土交通省） 

        ×北広島町伸び率(田、畑及び山林) 

 

 H17 北広島町の土

師ダム流域面積 

総面積(ha) 28,574 

田面積(ha) 2,845 

畑面積(ha) 196 

山林面積(ha) 23,365 

市街地面積(ha) 412 

その他面積(ha) 1,755 

表 5.22 土地利用フレーム（安芸高田市） 

 H9 安芸高田市域

(旧 3町合計) 

H17 安芸高田市域

(旧 3町合計) 

伸び率 

総面積(ha) 25,866 25,866 1.000  

田面積(ha) 1,958 1,875 0.958  

畑面積(ha) 202 194 0.960  

山林面積(ha) 20,899 20,656 0.988  

資料：山林面積/農林業センサス、田畑面積/農林水産関係市町村別データ（農林水産省） 

 

 H9安芸高田市の土

師ダム流域面積

(3 次メッシュ値)

総面積(ha) 1,921 

田面積(ha) 34 

畑面積(ha) 1 

山林面積(ha) 1,731

市街地面積(ha) 9 

その他面積(ha) 146 

資料：平成 9 年土地利用メッシュ（国土交通省） 

        ×安芸高田市域伸び率(田、畑及び山林) 
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 H17 安芸高田市の 

土師ダム流域面積 

総面積(ha) 1,921 

田面積(ha) 33 

畑面積(ha) 1 

山林面積(ha) 1,711 

市街地面積(ha) 9 

その他面積(ha) 168 

 

以上から、土師ダムの土地利用フレームは以下のとおりとなる。 

表 5.23 土地利用フレーム（土師ダム流域） 

 H17 北広島町の 

土師ダム流域面積 

H17 安芸高田市の 

土師ダム流域面積 

H17 土師ダム 

流域面積(合計) 

総面積(ha) 28,574 1,921 30,496 

田面積(ha) 2,845 33 2,878 

畑面積(ha) 196 1 197 

山林面積(ha) 23,365 1,711 25,076 

市街地面積(ha) 412 9 422 

その他面積(ha) 1,755 168 1,923 

 

 

 

 

 

 

 

資料：1.山林面積/農林業センサス、田畑面積/農林水産関係市町村別データ（農林水産省） 

2.平成 9年土地利用メッシュ（国土交通省） 

図 5.14 土師ダム流域の土地利用形態別面積の経年変化 

 

ｲ) 将来 

現状と同じとした。 

 

4) 点源の排水 

ｱ) 現状 

「水質汚濁物質排出量総合調査」において、調査対象事業場となっている大規模事業

場(排水量 50m3/日以上の事業場もしくは有害物質使用特定事業場)については、「水質

汚濁物質排出量総合調査」の実測排水量をフレームとして設定し、発生汚濁負荷量の算

定は、実測排水水質を乗じて行った。 

生活系の総排水量は 3,847m3/日、排水濃度は COD6～16.63mg/L、T-N2.1～20.4mg/L、

T-P0.5～3.01mg/L であった。 

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17

面
積

(×
1
0

4
h
a) その他

市街地

畑

田

山林



 湖 5-25 

産業系の総排水量は 630m3/日、排水濃度は COD2.1～14.6mg/L、T-N0.72～22.73mg/L、

T-P0.02～3.26mg/L であった。 

 

ｲ) 将来 

i)生活系 

生活系においては下水道及び農集利用人口の伸び率を乗じて算定した。それ以外の

生活系点源は現状維持とした。 

 

  H17 利用人口 H25 利用人口 伸び率 

大朝町 下水道 2,169 2,446 1.127 

千代田町 下水道 4,316 5,958 1.380 

千代田町 農集 1,612 1,623 1.007 

豊平町 農集 344 417 1.213 

 

 

 種別 地域 H17 排水量(m3/d) 

大朝浄化センター 下水道 大朝町 483 

千代田浄化センター 下水道 千代田町 1,887 

壬生地区農業集落排水処理施設 農集 千代田町 59 

新庄浄化センター 下水道 大朝町 639 

蔵迫地区農業集落排水処理施設 農集 千代田町 115 

千代田中央地区農業集落排水処理施設 農集 千代田町 96 

千代田東区農業集落排水処理施設 農集 千代田町 86 

南方地区農業集落排水処理施設 農集 千代田町 92 

原東地区農業集落排水処理施設 農集 豊平町 137 

その他生活系点源 - - 252 

生活系合計 - - 3,847  

 

        ×下水道及び農集利用人口伸び率 

 

 種別 地域 H25 排水量(m3/d) 

大朝浄化センター 下水道 大朝町 544 

千代田浄化センター 下水道 千代田町 2,604 

壬生地区農業集落排水処理施設 農集 千代田町 60 

新庄浄化センター 下水道 大朝町 720 

蔵迫地区農業集落排水処理施設 農集 千代田町 116 

千代田中央地区農業集落排水処理施設 農集 千代田町 97 

千代田東区農業集落排水処理施設 農集 千代田町 87 

南方地区農業集落排水処理施設 農集 千代田町 93 

原東地区農業集落排水処理施設 農集 豊平町 166 

その他生活系点源 - - 252 

生活系合計 - - 4,740  
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ii)産業系 

産業系については将来においてもフレームが大きく変化するような計画は確認され

なかったことから、現状と同じとした。なお、過去の推移をみても概ね減少傾向である

（図 5.15参照）。 
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注）土師ダムの市区町村の製造品出荷額等である。 

資料：工業統計調査（経済産業省） 

図 5.15 土師ダム流域の製造品出荷額等の経年変化 
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表 5.24 土師ダム貯水池におけるフレームの設定方法及び使用した資料 

分類 設定方法 使用した資料 
生活系 ●現況（平成 17 年度） 

・総人口は平成 17 年度国勢調査 3 次メッシュ
別人口 1)の流域人口を用いた。 

・し尿処理形態別人口は、環境省情報 2)により
把握した。 

1)「平成 17 年国勢調査に関する地域メッシュ
統計」（統計情報研究開発センター） 

2)「環境省廃棄物処理技術情報 一般廃棄物処
理実態調査結果」（環境省 HP） 

 

●将来（平成 25 年度） 
・将来総人口は「日本の市町村別将来推計人口」

3)を用い、現況の流域人口を将来の人口の伸
びで増加。 

・下水道人口に関しては、供用済み処理人口 4)

を基に推計した。 
・合併処理浄化槽の人口の伸び率を、広島県の

合併処理浄化槽の現状（平成 14 年度）から
整備目標（平成 25 年度）への伸び率を適用
した。残った人口については、平成 14 年度
の単独処理浄化槽人口、計画収集人口、自家
処理人口の比率で配分した。 

・北広島町における農業集落排水処理施設につ
いては、合併浄化槽の伸びと本施設の利用人
口の伸びを一致させた。安芸高田市市域のダ
ム流域では農業集落排水処理施設の計画が
ないため、現状通り 0人とした。 

3)「日本の市町村別将来推計人口（平成 15 年
12 月推計）」（国立社会保障・人口問題研究
所） 

4)「広島の下水道 2004」（広島県） 
 

家畜系 ●現況（平成 17 年度） 
・家畜頭数は、農林水産省情報 5)により把握し
た。 

5)農林水産関係市町村別データ（農林水産省）
 

●将来（平成 25 年度） 
・現状と同じとした。 

土地系 ●現況（平成 17 年度） 
・流域の土地利用面積は、国土数値情報 6)の値
をもとに、田、畑及び山林は農林水産省資料
7,8)により把握した平成 17 年の値の伸び率で
乗じて把握した。人口が減少傾向にあるため
市街地面積は一定とし、総面積からこれらの
面積を引いた値をその他面積とした。 

6)「平成 9年土地利用メッシュ」（国土交通省）
7)農林水産関係市町村別データ（農林水産省）
8)農林業センサス（農林水産省） 

●将来（平成 25 年度） 
・現状と同じとした。 

点源 
･生活系 
･家畜系 
･産業系 

●現況（平成 17 年度） 
・環境省資料 9)により流域内の対象工場・事業
場を把握した。 

9)「平成 16 年度水質汚濁物質排出量総合調査」
（環境省） 
 

●将来（平成 25 年度） 
・生活系においては利用人口の伸び率を乗じて

算定した。家畜系及び産業系は現状維持とし
た。 
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表 5.25 土師ダム流域の過去フレームの推移 

単位 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17

総人口 人 15,467 15,510 15,469 15,435 15,460 15,280 15,112 14,972 14,876 14,746 14,583

下水道 人 1,904 2,132 2,361 2,611 2,814 3,069 3,222 3,444 3,801 4,052 4,352

コミュニティプラント 人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

農業集落排水処理施設 人 240 304 368 428 506 575 728 802 854 1,385 1,955

合併処理浄化槽 人 2,000 2,263 2,536 2,714 3,120 3,397 3,960 4,163 4,420 4,442 4,312

単独処理浄化槽 人 2,132 2,132 2,128 2,111 2,073 1,979 1,871 1,816 1,426 1,374 1,266

計画収集 人 7,197 6,799 6,327 5,929 5,464 4,929 4,142 3,723 3,507 2,700 1,963

自家処理 人 1,993 1,879 1,748 1,642 1,482 1,331 1,189 1,023 867 793 735

点源（水質汚濁物質排出量総合調査） m3/日 2,167 2,333 2,492 2,717 2,856 3,015 3,112 3,250 3,478 3,646 3,847

乳用牛 頭 229 225 222 212 208 204 199 194 179 171 167

肉用牛 頭 144 154 168 173 168 170 153 151 152 160 154

豚 頭 755 834 828 752 730 722 665 483 536 528 529

点源（水質汚濁物質排出量総合調査） m
3
/日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

総面積 ha 30,496 30,496 30,496 30,496 30,496 30,496 30,496 30,496 30,496 30,496 30,496

田面積 ha 3,138 3,121 3,085 3,043 2,975 2,933 2,916 2,894 2,888 2,886 2,878

畑面積 ha 256 247 242 235 227 218 210 208 198 197 197

山林面積 ha 25,626 25,571 25,516 25,461 25,406 25,351 25,296 25,241 25,186 25,131 25,076

市街地面積 ha 422 422 422 422 422 422 422 422 422 422 422

その他面積 ha 1,054 1,135 1,231 1,335 1,466 1,572 1,652 1,732 1,802 1,860 1,923

点源（水質汚濁物質排出量総合調査） m
3
/日 630 630 630 630 630 630 630 630 630 630 630

小計 m
3
/日 630 630 630 630 630 630 630 630 630 630 630

産業系

区　　　　分

生活系

家畜系

土地系

 

表 5.26 土師ダム流域の現況及び将来フレーム 

単位
現況

平成17年度
将来

平成25年度

総人口 人 14,583 13,617

下水道 人 4,352 5,640

コミュニティプラント 人 0 0

農業集落排水処理施設 人 1,955 2,300

合併処理浄化槽 人 4,312 5,073

単独処理浄化槽 人 1,266 155

計画収集 人 1,963 342

自家処理 人 735 108

点源（水質汚濁物質排出量総合調査） m
3
/日 3,847 4,740

乳用牛 頭 167 167

肉用牛 頭 154 154

豚 頭 529 529

点源（水質汚濁物質排出量総合調査） m
3
/日 0 0

総面積 ha 30,496 30,496

田面積 ha 2,878 2,878

畑面積 ha 197 197

山林面積 ha 25,076 25,076

市街地面積 ha 422 422

その他面積 ha 1,923 1,923

点源（水質汚濁物質排出量総合調査） m
3
/日 630 630

小計 m
3
/日 630 630

土地系

産業系

区　　　　分

生活系

家畜系

 

注)点源について、生活系は下水処理場、コミュニティプラント、農業集落排水処理施設、家畜系と産業系は特定

事業所である。 
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5.5.3  土師ダム貯水池の水質汚濁負荷量 

発生汚濁負荷量の算定手法は表 5.27に示すとおりである。面源については原単位法

（負荷量＝フレーム×原単位）により、また、生活系・産業系・畜産系の点源について

は実測値法（負荷量＝排水量×水質）により発生汚濁負荷量を算定した。面源の発生汚

濁負荷量の算定に用いた原単位は表 5.28に示すとおりである。 

土師ダム流域の発生汚濁負荷量の算定結果は表 5.29及び図 5.16に示すとおりであ

る。 

 

表 5.27 土師ダム流域の発生汚濁負荷量算定手法のまとめ 

発生源別 区分 算出手法 

生活系 点源 下水道終末処理施設 排水量（実測値）×排水水質（実測値） 

し尿処理施設 排水量（実測値）×排水水質（実測値） 

面源 し尿・雑排水（合併処理浄化槽）合併処理浄化槽人口×原単位（し尿＋雑排水）×（1－除去率） 

し尿（単独処理浄化槽） 単独処理浄化槽人口×原単位（し尿）×（1－除去率） 

し尿（くみ取り） し尿分はし尿処理施設で見込む 

し尿（自家処理） 自家処理人口×原単位（し尿）×（1－除去率） 

雑排水 
（単独処理浄化槽人口＋くみ取り人口＋自家処理人口） 

×雑排水原単位 

産業系 点源 工場・事業場 排水量（実測値）×排水水質（実測値） 

畜産系 点源 畜産業 排水量（実測値）×排水水質（実測値） 

面源 マップ調査以外の畜産業 家畜頭数×原単位×（1－除去率） 

土地系 面源 土地利用形態別負荷 土地利用形態別面積×原単位 

注）*マップ調査：平成 16 年度水質汚濁物質排出量総合調査（環境省） 

 

表 5.28 土師ダム流域の発生汚濁負荷量原単位 

区  分 単位 
COD T-N T-P 

原単位 除去率(％) 原単位 除去率(％) 原単位 除去率(％)

生 

活 

系 

合併処理浄化槽 g/(人・日) 27.0 71.5 11.0 40.9 1.3 42.3 

単独処理浄化槽 g/(人・日) 10.0 53.5 9.0 34.4 0.9 30.0 

雑排水 g/(人・日) 17.0 0.0 2.0 0.0 0.4 0.0 

自家処理 g/(人・日) 10.0 90.0 9.0 90.0 0.9 90.0 

土 

地 

系 

田 kg/(km2・日) 30.44 － 3.67 － 1.13 － 

畑 kg/(km2・日) 13.56 － 27.51 － 0.35 － 

山林 kg/(km2・日) 9.97 － 1.34 － 0.08 － 

市街地 kg/(km2・日) 29.32 － 4.44 － 0.52 － 

その他 kg/(km2・日) 11.56 － 3.10 － 0.15 － 

家 

畜 

系 

乳用牛 g/(頭・日) 530.0 90.0 290.0 90.0 50.0 90.0 

肉用牛 g/(頭・日) 530.0 90.0 290.0 90.0 50.0 90.0 

豚 g/(頭・日) 130.0 90.0 40.0 90.0 25.0 90.0 

資料：流域別下水道整備総合計画調査 指針と解説 平成 20 年版 (社)日本下水道協会 

注）土地系については、平均値を使用。 
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表 5.29 土師ダム流域の発生汚濁負荷量 

現況 将来 現況 将来 現況 将来

平成17年度 平成25年度 平成17年度 平成25年度 平成17年度 平成25年度

合併処理浄化槽 48.2 56.7 40.7 47.9 4.70 5.53

単独処理浄化槽 5.9 0.7 7.5 0.9 0.80 0.10

計画収集 67.4 10.3 7.9 1.2 1.59 0.24

自家処理 0.7 0.1 0.7 0.1 0.07 0.01

点源（水質汚濁物質排出量総合調査） 33.7 40.7 31.4 37.7 3.46 3.89

小計 156.0 108.5 88.2 87.8 10.61 9.77

乳用牛 8.9 8.9 4.8 4.8 0.84 0.84

肉用牛 8.1 8.1 4.5 4.5 0.77 0.77

豚 6.8 6.8 2.1 2.1 1.30 1.30

点源(水質汚濁物質排出量総合調査） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00

小計 23.8 23.8 11.4 11.4 2.91 2.91

田 876.1 876.1 105.6 105.6 32.52 32.52

畑 26.7 26.7 54.2 54.2 0.69 0.69

山林 2500.1 2500.1 336.0 336.0 20.06 20.06

市街地 123.6 123.6 18.7 18.7 2.19 2.19

その他 222.3 222.3 59.6 59.6 2.88 2.88

小計 3748.8 3748.8 574.2 574.2 58.35 58.35

点源（水質汚濁物質排出量総合調査） 6.7 6.7 4.3 4.3 0.20 0.20

小計 6.7 6.7 4.3 4.3 0.20 0.20

3935.2 3887.7 678.1 677.7 72.07 71.23

T-P(kg/日)

合　　　計

区　　　分

COD(kg/日) T-N(kg/日)

生活系

家畜系

土地系

産業系

 

注)点源について、生活系は下水処理場、コミュニティプラント、農業集落排水処理施設、家畜系と産業系は特定

事業所である。 
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土師ダム(COD)：現況・平成17年度

産業系

6.7kg/日

0.2%

生活系,

156.0kg/日

4.0%

土地系

（その他）

222.3kg/日

5.6%

土地系

（山林）

2500.1kg/日

63.5%

土地系

（市街地）

123.6kg/日

3.1%

家畜系

23.8kg/日

0.6%

土地系（畑）

26.7kg/日

0.7%

土地系（田）

876.1kg/日

22.3%計3,935.2kg/日

 
 

 

土師ダム(COD)：将来・平成25年度

土地系（山林）

2500.1kg/日

64.3%

産業系

6.7kg/日

0.2%土地系（その他）

222.3kg/日

5.7%

土地系（市街地）

123.6kg/日

3.2%

土地系（畑）

26.7kg/日

0.7%

土地系（田）

876.1kg/日

22.5%

生活系

108.5kg/日

2.8%
家畜系

23.8kg/日

0.6%

計3,887.7kg/

 
 

 

土師ダム(T-N)：現況・平成17年度

土地系（山林）

336.0kg/日

49.6%

土地系

（市街地）

18.7kg/日

2.8%

土地系

（その他）

59.6kg/日

8.8%

産業系

4.3kg/日

0.6%

土地系（畑）

54.2kg/日

8.0%

土地系（田）

105.6kg/日

15.6%

家畜系

11.4kg/日

2.0%

生活系

88.2kg/日

13.0%

計678.1kg/日

 
 

 

土師ダム(T-N)：将来・平成25年度

産業系

4.3kg/日

0.6%
土地系（その他）

59.6kg/日

8.8%

土地系（市街地）

18.7kg/日

2.8%

土地系（山林）

336.0kg/日

49.6%
土地系（畑）

54.2kg/日

8.0%

土地系（田）

105.6kg/日

15.6%

家畜系

11.4kg/日

1.7%

生活系

87.8kg/日

13.0%

計677.7kg/日

 

土師ダム(T-P)：現況・平成17年度

土地系（田）

32.52kg/日

45.1%

土地系（畑）

0.69kg/日

1.0%

土地系（山林）

20.06kg/日

27.8%

土地系

（市街地）

2.19kg/日

3.0%

土地系

（その他）
2.88kg/日

4.0%

産業系

0.20kg/日
0.3%

家畜系

2.91kg/日
4.0%

生活系

10.61kg/日
14.7%

計72.07kg/日

 

 

土師ダム(T-P)：現況・平成25年度

土地系

（その他）

2.88kg/日

4.0%

産業系

0.20kg/日

0.3%

土地系

（市街地）

2.19kg/日

3.1%

土地系（山林）

20.06kg/日

28.2%

土地系（畑）

0.69kg/日

1.0%

土地系（田）

32.52kg/日

45.7%

家畜系

2.91kg/日

4.1%

生活系

9.77kg/日

13.7%

計71.23kg/日

 

図 5.16 土師ダム流域の発生汚濁負荷量 
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5.6 土師ダム貯水池の将来水質 

土師ダム貯水池の将来水質予測結果は、次のとおりである。土師ダムの流入水量の経

年変化は、川井の値を用いた。 

 

表 5.30 土師ダム貯水池の現況年平均流入量の経年変化 （単位：m3/s） 

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 平均

年平均流入量 9.28 9.10 16.05 13.09 12.93 9.24 11.47 9.01 14.85 14.21 10.81 11.82  

 

5.6.1  土師ダム貯水池 COD 水質予測 

土師ダム水質の経年変化は表 5.31のとおりである。土師ダム流入水質は土師ダム上流

にある川井の値（図 5.17）を用いた。 

土師ダム負荷量の経年変化は表 5.32のとおりである。 

 

表 5.31 土師ダム貯水池の現況 COD 年平均値の経年変化 

（水質の単位：mg/L） 

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 平均

土師ダム流入水質 2.4 2.6 2.1 2.2 2.1 2.0 2.2 2.2 2.7 2.2 2.0 2.2

土師ダム平均値 2.7 2.4 2.3 3.1 2.5 3.3 2.1 2.4 2.3 2.5 2.5 2.6

土師ダム75%値 3.0 2.5 2.6 3.5 3.1 4.3 2.5 2.7 2.6 2.9 2.9 3.0  

注）H9 及び H12 は、先行降雨の影響を受けた値及び異常値と判断された日の検体値を除外して年平均値を求めた。 

 

川井 COD

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17

年度

C
O
D
 
(
m
g
/
L
)

最小 平均 最大 75%値

 

図 5.17 土師ダム貯水池流入水質（COD）の推移 
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表 5.32 土師ダム流域の現況 COD 発生負荷量と流入負荷量の経年変化 

（負荷量の単位：kg/日） 

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 平均

発生負荷量 4,063 4,057 4,045 4,031 4,012 3,995 3,979 3,966 3,955 3,947 3,935 3,999

流入負荷量 1,924 2,044 2,912 2,488 2,346 1,597 2,180 1,713 3,464 2,701 1,868 2,294

流入率 0.474 0.504 0.720 0.617 0.585 0.400 0.548 0.432 0.876 0.684 0.475 0.574  

注)流入率=流入負荷量／発生負荷量 

 

将来発生負荷量に現況の流入率の平均値を乗じて、将来流入負荷量を算定した。また、

将来ダム水質の算定は次式によった。 

 

将来ダム水質年平均値＝現況ダム水質年平均値×将来流入負荷量／現況平均流入負荷量 

 

算定結果は、表 5.33に示すとおりである。また、ダム水質 75％値は、図 5.18に示す

相関式に現況ダム水質平均値を当てはめて推計した。 

表 5.33 土師ダム流域の将来 COD 予測結果 

項 目 

土師ダム 

将来水質 変動範囲 

水質 COD 

(mg/L) 

年平均値 2.5 1.8～3.2 

75%値 2.9 1.9～3.9 

※湖沼 A類型（3.0mg/L）相当 

y = 1.4348x - 0.7326

R
2
 = 0.8738

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

COD平均値

C
O

D
7
5
%
値

 

図 5.18 土師ダム貯水池の COD 年平均値と 75％値との関係 
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5.6.2  土師ダム貯水池 T-N 水質予測 

土師ダム水質の経年変化は表 5.34のとおりである。土師ダム流入水質は土師ダム上流

にある川井の値（図 5.19）を用いた。 

土師ダム負荷量の経年変化は表 5.35のとおりである。 

 

表 5.34 土師ダム貯水池の現況 T-N 年平均値の経年変化 

（水質の単位：mg/L） 

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 平均

土師ダム流入水質 0.63 0.62 0.54 0.49 0.54 0.58 0.56 0.54 0.67 0.69 0.59 0.59

土師ダム平均値 0.51 0.45 0.46 0.48 0.50 0.63 0.50 0.59 0.53 0.66 0.61 0.54  

注）H9 及び H12 は、先行降雨の影響を受けた値及び異常値と判断された日の検体値を除外して年平均値を求めた。 
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図 5.19 土師ダム貯水池流入水質（T-N）の推移 

表 5.35 土師ダム流域の現況 T-N 発生負荷量と流入負荷量の経年変化 

（負荷量の単位：kg/日） 

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 平均

発生負荷量 664.6 666.2 668.3 668.5 669.5 669.5 670.5 671.3 669.7 675.7 678.1 670.2

流入負荷量 505.0 487.0 749.0 554.0 603.0 463.0 555.0 420.0 860.0 847.0 551.0 599.0

流入率 0.760 0.731 1.121 0.829 0.901 0.692 0.828 0.626 1.284 1.253 0.813 0.894  
注)流入率=流入負荷量／発生負荷量 

将来発生負荷量に現況の流入率の平均値を乗じて、将来流入負荷量を算定した。将来

ダム水質の算定は次式によった。 

 

将来ダム水質年平均値＝現況ダム水質年平均値×将来流入負荷量／現況平均流入負荷量 

 

算定結果は、表 5.36に示すとおりである。 
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表 5.36 土師ダム流域の将来 T-N 予測結果 

項 目 
土師ダム 

将来水質 変動範囲 

水質 T-N 

(mg/L) 
年平均値 0.55 0.40～0.69 

※湖沼Ⅳ類型（0.60mg/L）相当 

 

5.6.3  土師ダム貯水池 T-P 水質予測 

土師ダム水質の経年変化は表 5.37のとおりである。土師ダム流入水質は土師ダム上

流にある川井の値（図 5.20）を用いた。 

土師ダム負荷量の経年変化は表 5.38のとおりである。 

 

表 5.37 土師ダム貯水池の現況 T-P 年平均値の経年変化 

（水質の単位：mg/L） 

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 平均

土師ダム流入水質 0.027 0.033 0.024 0.029 0.022 0.028 0.026 0.026 0.036 0.027 0.027 0.028

土師ダム平均値 0.023 0.019 0.023 0.019 0.014 0.023 0.014 0.016 0.015 0.017 0.018 0.018  

注）H9及びH12は、先行降雨の影響を受けた値及び異常値と判断された日の検体値を除外して年平均値を求めた。 
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図 5.20 土師ダム貯水池流入水質（T-P）の推移 

表 5.38 土師ダム流域の現況 T-P 発生負荷量と流入負荷量の経年変化 

（負荷量の単位：kg/日） 

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 平均

発生負荷量 74.03 74.27 74.11 73.58 73.03 72.62 72.44 71.79 71.63 72.15 72.07 72.88

流入負荷量 21.65 25.95 33.28 32.80 24.58 22.35 25.77 20.24 46.19 33.15 25.22 28.29

流入率 0.292 0.349 0.449 0.446 0.337 0.308 0.356 0.282 0.645 0.459 0.350 0.388  
注)流入率=流入負荷量／発生負荷量 



 湖 5-36 

将来発生負荷量に現況の流入率の平均値を乗じて、将来流入負荷量を算定した。将来

ダム水質の算定は次式によった。 

 

将来ダム水質年平均値＝現況ダム水質年平均値×将来流入負荷量／現況平均流入負荷量 

 

算定結果は、表 5.39に示すとおりである。 

 

表 5.39 土師ダム流域の将来 T-P 予測結果 

項 目 
土師ダム 

将来水質 変動範囲 

水質 T-P 

(mg/L) 
年平均値 0.018 0.011～0.025 

※湖沼Ⅲ類型（0.030mg/L）相当 

 


